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鎌
倉
市
倫
理
法
人
会
会
長
の

渡
邉
祐
介
で
す
。

　
当
会
の
主
な
活
動
は
、
週
１

回
早
朝
に
実
施
さ
れ
る
「
経
営

者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

す
。「
経
営
者
で
な
い
と
入
会

で
き
な
い
の
で
す
か
？
」「
倫

理
法
人
会
に
は
、
ど
う
い
う
人

が
い
る
の
で
す
か
？
」

よ
く
聞
か
れ
る
ご
質
問

で
す
。

　
入
会
理
由
は
多
種
多

様
で
す
。「
人
間
関
係

の
改
善
」「
人
脈
を
増

や
す
」「
売
上
を
上
げ

た
い
」「
仲
間
が
欲
し

い
」「
成
長
」「
経
営
者

と
し
て
の
器
を
広
げ

る
」「
心
を
整
え
る
」「
出
会
い
・

婚
活
」「
会
費
月
１
万
円
は
安

い
」「『
職
場
の
教
養
』
が
欲
し

い
」「
な
ん
と
な
く
、直
感
」「
紹

介
者
の
誘
い
を
断
れ
な
か
っ

た
」
な
ど
な
ど
。

　
職
業
も
実
に
様
々
。
経
営
者

は
も
ち
ろ
ん
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
設
計
士
、
飲
食
、
証
券
、

保
険
、
税
理
士
、
社
労
士
、
弁

護
士
、
保
健
師
、
会
社
顧
問
、

政
治
家
、
音
楽
、
書
道
、
芸
術

家
、
そ
し
て
主
婦
な
ど
参
加
者

は
経
営
者
に
限
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
当
会
に
は
、「
入
会
審
査
」

が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、「
万

人
」
に
学
び
の
門
戸
を
開
い
て

い
る
か
ら
で
す
（
再
入
会
者
も

多
い
の
も
、
門
戸
の
広
さ
の
表

れ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
）。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
鎌
倉
を
梁
山
泊
に
！

楽
し
く
仲
間
と
学
べ
る
会

72

　
テ
キ
ス
ト
は
、『
万
人
幸
福

の
栞
』
と
い
う
僅
か
１
６
１
頁

の
本
で
す
。
内
容
は
、
経
営
者

の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
論
で
も
な

け
れ
ば
組
織
論
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
ノ
ウ
ハ
ウ
も
重
要
で
す

が
、
こ
こ
で
学
ぶ
の
は
、
経
営

者
で
あ
る
以
前
に「
人
と
し
て
」

大
切
な
心
の
在
り
方
で
す
。
そ

れ
も
そ
の
は
ず
、
そ
も
そ
も
当

会
は
「
家
庭
倫
理
の
会
」
と
呼

ば
れ
る
一
般
家
庭
の
主
婦
中
心

の
学
び
の
会
が
ル
ー
ツ
な
の
で

す
。そ
の
中
で
、経
営
者
で
あ
っ

た
あ
る
会
員
が
「
経
営
者
も
学

ぶ
べ
き
」「
会
社
発
展
に
も
繋

が
る
内
容
」
と
考
え
、
発
足

し
た
の
が
倫
理
法
人
会
な
の

で
す
。

　
当
会
を
一
言
で
い
う
と
、

「
朝
か
ら
明
る
く
仲
良
く
楽

し
く
仲
間
と
学
べ
る
会
」
で

す
。
お
正
月
の
第
１
回
は
お

屠
蘇
と
お
せ
ち
を
囲
ん
で
の

ス
タ
ー
ト
で
し
た
」
＝
写
真
。

　
毎
週
火
曜
朝
６
時
半
、
大

船
で
開
催
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
へ
、
ど
な
た
で
も
お
気
軽

に
見
学
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
鎌
倉
市
倫
理
法
人
会

kamarin0467@gmail.com

不
動
産
～
土
地
を
売
る

93

　
財
産
の
う
ち
土
地
と
建
物
は

不
動
産
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
は
、
00
市
00
町
０
０
０
番

地
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
多

く
、
一
般
的
に
番
号
が
つ
い
て

い
ま
す
。
場
所
は
そ
れ
で
固
定

さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
土
地
が
本

当
に
自
分
の
土
地
だ
と
証
明
で

き
る
事
が
必
要
で
す
。
先
ず
権

利
書
で
広
さ
と
所
有
者
が
分
か

り
ま
す
。
登
記
簿
に
は
広
さ
と

所
有
が
分
か
る
事
や
、
抵
当
権

の
有
無
な
ど
そ
の
土
地
に
対
す

る
要
因
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
土
地
を
売
る
場
合
、
買
い
手

は
完
全
な
所
有
権
を
買
う
訳

で
、
そ
れ
以
外
の
権
利
関
係
は

全
て
き
れ
い
に
整
理
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
買
っ
て
も
ら
え
ま
せ

ん
。
そ
し
て
現
地
の
境
界
が
明

示
さ
れ
、
隣
地
の
所
有
者
と
境

界
を
認
め
る
筆
界
確
認
が
取
り

交
わ
さ
れ
て
い
る
事
が
大
事
で

す
。

　
権
利
関
係
の
書
類
が
整
い
、

現
地
の
状
況
が
確
認
で
き
て
初

め
て
売
買
契
約
が
結
ば
れ
ま

す
。
そ
の
土
地
に
支
払
わ
れ
る

税
金
の
額
、
建
物
を
建
て
る
時

の
法
的
制
限
や
災
害
な
ど
を
予

想
し
た
資
料
、
そ
の
時
点
で
分

か
り
得
る
将
来
の
制
限
や
、
町

内
会
・
自
治
会
の
決
ま
り
事
な

ど
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
そ
れ

ら
全
て
を
不
動
産
業
者
は
書
類

に
し
て
買
主
に
説
明
す
る
事
が

法
律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３

☎
０
４
６
７･

47･

５
４
５
４
　http://www.hyuuga.co.jp

第
71
回
県
歌
人
会
短
歌
大
会

　
４
月
16
日
12
時
、
相
模
原
市
文
化
会
館
。

　【
応
募
方
法
】
未
発
表
の
歌
１
首
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
し
、
出
詠
料
（
未
記
入
の
定
額
小
為
替

１
５
０
０
円
（
会
員
千
円
）
を
同
封
し
、
横
浜
市
金
沢
区
釜

利
谷
西
１
―
46
―
６
後
藤
惠
市
さ
ん
へ
。

　【
締
切
】
２
月
28
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　【
問
い
合
わ
せ
】後
藤
方
☎
０
４
５
・
７
８
２
・
８
７
７
８

　
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
の
在
り

方
が
変
化
す
る
中
、
建
築
士

の
姿
勢
と
可
能
性
を
ウ
ェ
ブ

配
信
で
伝
え
る
。https://

www.kamasigo.org/

　
３
月
15
日
ま

で
。
神
奈
川
県

建
築
士
事
務
所

協
会
鎌
倉
支
部（
矢
澤
正
明

支
部
長
・
会
員
約
40
人
）
主

催
。
同
会
の
活
動
紹
介
、
会

員
が
関
わ
っ
た
設
計
、
施
工

な
ど
紹
介
。

　
問
い
合
わ
せ
前
砂
さ
ん

werkstaette@formsaal.
co.jp

建
築
士
の
仕
事
展
・
鎌
倉
２
０
２
２

 

　
２
月
８
日
～
13
日
鎌
倉
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
。

　
三
浦
半
島
や
湯
河
原
、
箱
根
な
ど
県

内
の
撮
影
ポ
イ
ン
ト
で
の
作
品
を
紹
介
。

原
田
さ
ん
が
主
宰
す
る
写
真
講
座
受
講

生
と
倶
楽
部
和
会
員
有
志
42
名
84
作
品

も
展
示
。
問
い
合
わ
せ
星
月
写
真
企
画

☎
23
・
３
６
９
４

原
田
寛
写
真
展
「
神
奈
川
再
見
」

第
23
回
風
景
写
真
講
座
作
品
発
表
展

「
四
季
彩
々
鎌
倉
…
そ
し
て
古
都
へ
」

朝日新聞の購読料は
口座振替で
・手数料は一切不要
・手続き簡単

ＡＳＡ

詳しくは最寄りの
ＡＳＡへお問合せを
・専業従業員
・婦人パート
・学生アルバイト

従業員募集
　

鎌
倉
朝
日

　　　

発
刊
協
力
グ
ル
ー
プ

　

朝
日
新
聞

　　　
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
カ
ー

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
小
町

　
　
　
長
谷
一
―
一
―
九

�

☎
22
―
３
２
３
６

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
中
央

　
　
　
二
階
堂
四
―
七

�

☎
22
―
１
０
０
４

Ａ
Ｓ
Ａ
鎌
倉
深
沢

　
　
　
常
盤
二
四
七
―
二

�

☎
31
―
１
４
４
４

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
西
部

　
　
　
玉
繩
一
―
一
四
―
一

�

☎
46
―
６
０
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
南
部

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�
☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
中
央

　
大
船
四
―
二
一
―
二
〇
　
ア
ー
バ
ン

　
ハ
イ
ツ
１
Ｆ�

☎
38
―
７
３
２
２

Ａ
Ｓ
Ａ
腰
越

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
南
部

　
藤
沢
市
鵠
沼
藤
が
谷
二
―
一
―
二
二

�

☎
０
４
６
６
―
27
―
８
７
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
藤
沢
東
部

　
藤
沢
市
弥
勒
寺
三
―
一
二
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
22
―
７
４
０
９

Ａ
Ｓ
Ａ
湘
南
鵠
沼

　
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
二
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
６
―
34
―
６
９
２
４

Ａ
Ｓ
Ａ
逗
子

　
逗
子
市
久
木
一
―
一
―
一
一

�

☎
０
４
６
―
８
７
１
―
２
３
６
８

Ａ
Ｓ
Ａ
東
逗
子
・
追
浜

　
横
須
賀
市
浦
郷
町
二
―
六
八

�

☎
０
４
６
―
８
８
４
―
４
０
６
６

Ａ
Ｓ
Ａ
葉
山

　
三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
一
八
◯
八

�

☎
０
４
６
―
８
７
５
―
０
５
１
５

Ａ
Ｓ
Ａ
金
沢
八
景

　
横
浜
市
金
沢
区
六
浦
三
―

一
―
一
〇

�

☎
０
４
５
―
７
０
１
―
８
６
１
６

Ａ
Ｓ
Ａ
大
船
北
部

　
横
浜
市
栄
区
笠
間
四
―
一
一
―
九

�

☎
０
４
５
―
８
９
１
―
０
９
８
６

初
参
り
す
ま
せ
戻
り
は
遠
回
り
遥
か
に
海
を
望
む
丘
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
泉
台
　
下
田
　
和
夫

　
新
年
の
ゆ
っ
た
り
し
た
気
持
ち
が
出
た
。
鎌
倉
ら
し
い
地
理
感
。

曳
き
釣
り
の
釣
り
糸
流
す
相
模
灘
躍
る
魚
信
に
日
没
迫
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

　
相
模
灘
に
雄
大
さ
が
あ
り
、
手
ご
た
え
に
緊
迫
感
が
あ
る
。

日
陰
に
は
土
を
か
ぶ
れ
る
霜
柱
そ
の
煌
め
き
の
確
か
な
固
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　「
煌
め
き
」
に
「
固
さ
」
を
感
じ
た
と
こ
ろ
に
独
自
性
あ
り
。

朝
市
の
平
目
の
刺
身
二
千
円
銀う

ろ
こ鱗
ま
じ
り
の
老
婆
の
お
釣
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

生
き
る
と
は
生
か
さ
れ
る
こ
と
老
い
て
よ
り
委
ね
る
も
幸さ

ち

天
に
星

あ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　   

　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

新
年
に
訪
う
人
な
き
玄
関
に
守
宮
は
り
つ
く
ど
う
ぞ
お
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

坂
下
る
と
園
児
の
声
の
聞
こ
え
く
る
囀
り
の
ご
と
谷
戸
に
響
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

大
雪
に
突
然
見
知
ら
ぬ
街
と
な
る
迷
子
に
な
り
そ
う
い
つ
も
の
道

で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扇
ガ
谷
　
鈴
木
　
久
子

枯
れ
て
な
ほ
初
日
に
か
が
よ
ふ
し
ろ
が
ね
の
尾
花
の
ご
と
く
余
生

生
き
た
し
　
　
　
　
　
　
　       

　
　        

辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

監
督
の
声
を
背
に
受
け
駅
伝
の
襷
を
つ
な
ぐ
若
き
ら
の
息

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

大
仏
の
う
ら
の
山
路
の
つ
づ
く
さ
き
眠
れ
る
虚
子
の
一
族
の
墓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

〈
天
〉
人
波
の
頭
上
で
揺
れ
る
破
魔
矢
か
な  

片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
今
年
は
賑
わ
っ
た
初
詣
。
こ
の
句
の
よ
う
に
破
魔
矢
だ
け
が
頭

上
を
動
い
て
い
る
感
じ
が
し
た
。
臨
場
感
溢
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。

〈
地
〉
元
旦
や
耳
の
か
た
ち
の
雲
が
浮
く
　
　 

台
　
大
西
久
美
子

　
雲
が
聞
き
耳
を
立
て
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。
元
旦
の
静
か
さ

と
目
出
度
さ
が
同
時
に
で
て
い
た
。

〈
人
〉初
雪
と
呼
べ
る
や
風
に
白
き
も
の
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
風
も
雪
ま
じ
り
と
う
ま
く
写
生
で
き
て
い
て
調
べ
の
よ
い
一
句
。

徳
利
振
り
酒
の
催
促
忘
年
会
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

　
本
来
の
忘
年
会
は
こ
う
。
早
く
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
年
忘
れ
だ
。

初
富
士
や
江
の
島
抱
き
凛
と
立
ち
　
　
　
逗
子
市
　
濵
野
八
十
一

　
初
の
つ
く
沢
山
あ
る
季
題
の
中
で
も
初
富
士
は
縁
起
が
良
い
。

屠
蘇
酌
む
や
硯
の
海
に
秀
句
浮
く
　
　
　
　
辻
堂
　
柳
　
　
蒼
柳

　
屠
蘇
は
新
年
の
題
で
あ
る
が
、
書
初
は
こ
の
句
の
隠
れ
た
季

題
。
う
ま
く
季
重
り
を
避
け
た
作
品
と
な
っ
た
。

海
原
に
向
け
て
連
な
る
干
し
大
根
　
　
　
　
腰
越
　
松
原
　
　
薫

冬
日
射
し
大
黒
柱
黒
光
る
　
　
　
　
　
　
　
植
木
　
風
見
　
玲
子

白
壁
の
酒
蔵
を
包
む
冬
日
濃
し
　
　
　
　
　
笛
田
　
上
田
　
満
喜

寒
に
入
り
大
佛
様
も
雪
化
粧
　
　
　
　
　
　
手
広
　
高
口
　
道
宏

梅
一
輪
友
と
見
つ
け
て
笑
顔
な
る
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

捌
か
れ
て
水
吐
く
海な

ま
こ鼠
の
こ
る
黙
　
　
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

見
詰
め
れ
ば
何
故
か
懐
か
し
冬
の
星
　
　
材
木
座
　
羽
賀
　
一
男

葉
ボ
タ
ン
の
こ
の
世
せ
ま
し
と
開
き
た
り

藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

何
げ
な
き
日
常
が
幸
除
夜
の
鐘
　
　
　
　
藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

竹
幹
の
垂
直
の
青
寒
に
入
る
　
　
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

利
根
川
の
流
れ
耀
ふ
枯
野
か
な
　
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

新
春
や
今
日
お
だ
や
か
な
相
模
灘
　
　
　
藤
沢
市
　
一
色
千
穂
子

江
の
電
の
カ
ー
ブ
ゆ
る
や
か
年
の
暮
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

浜
茹
を
味
わ
い
な
が
ら
若
布
干
す
　
　
　
　
　
台
　
魚
住
　
藤
明

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

　
鎌
倉
市
の
小
学
生
の
放
課
後

の
居
場
所
と
な
っ
て
い
る
「
放

課
後
か
ま
く
ら
っ
子
」。
行
政

が
推
進
す
る
本
事
業
は
、
地
域

全
体
で
子
ど
も
の
成
長
を
支
え

る
取
り
組
み
と
し
て
、「
て
ら

こ
や
」
の
よ
う
な
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
、
学
校
や
学

童
保
育
施
設
等
が
連
携
し
て

い
る
。
各
学
区
に「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
が
１
人
ず
つ
配

置
さ
れ
、
人
々
を
つ
な
ぎ
、

子
ど
も
た
ち
に
様
々
な
体
験

を
届
け
て
い
る
。

　「
て
ら
こ
や
」
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
際
も
、
活
動
内

容
の
相
談
や
、
体
育
館
な
ど
活

動
場
所
の
確
保
、
学
童
保
育
施

設
と
の
連
絡
調
整
な
ど
そ
の
役

割
は
多
岐
に
わ
た
る
。ま
さ
に
、

「
か
ま
く
ら
っ
子
」
を
支
え
る

縁
の
下
の
力
持
ち
だ
。

　
１
月
に
開
催
し
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
担
当
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
さ
ん
か
ら
の
メ
ー
ル
を
紹

介
す
る
。「
娘
が
小
学
生
の
頃
、

『
て
ら
こ
や
』
の
学
生
ス
タ
ッ

フ
と
た
く
さ
ん
遊
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
月
１
回
の
活
動
を

毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
て
そ
の

日
は
い
つ
も
走
っ
て
出
か
け
、

帰
宅
す
る
と
ニ
コ
ニ
コ
と
そ
の

日
仲
良
く
な
っ
た
大
学
生
の
名

前
や
遊
ん
だ
こ
と
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
で
あ

り
が
た
い
と
い
つ
も
思
っ
て
い

ま
し
た
。
娘
は
高
校
生
に
な
り

ま
し
た
が
、私
が
『
て
ら
こ
や
』

か
ら
披
露
山
公
園
、
逗
子
商

店
街
ま
で
歩
く
。
２
千
円
。

（
保
険
・
昼
食
代
込
）
14
日

か
ら
申
込
。
☎
０
４
６
・
８

７
３
・
１
１
１
１

▼
逗
子
の
市
（
雨
天
中
止
）

　
亀
岡
八
幡
宮
境
内
。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
月

25
日
９
～
15
時
。雑
貨･
衣
類 

･
手
造
り
品
な
ど
約
20
店
。

▽
骨
董
市
26
日
８
～
15
時
。

　
※
フ
リ
マ
・
骨
董
出
店
者

募
集
。
片
岡
方
☎
０
９
０
・

５
４
４
２
・
３
７
７
８

▼
玉
縄
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

　
２
月
26
・
27
日
。
大
船
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
。
19
時
半

ま
で
夜
間
開
園
。
園
内
約
30

本
の
玉
縄
桜
を
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
。
入
園
料
４
百
円
。
☎
46

 

・
２
１
８
８

▼
親
子
で
楽
し
む
わ
ら
べ
歌

遊
び

　
２
月
25
日
10
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
未
就

学
児
と
保
護
者
対
象
。無
料
。

鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申
込

は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名

（
保
護
者
・
子
）、
性
別
、
年

齢
、
☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ

キ
で
小
町
１
―
10
―
５
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
16
日
必
着
。
☎

25
・
２
０
３
０

▼
カ
フ
ェ
・
イ
ン
テ
グ
ラ
ル

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
を
支
え

る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学

　
２
月
20
日
14
時
、
オ
ン

ラ
イ
ン
。。
無
料
。
申
込
は

催
し
名
、
自
治
体
名
、
氏

名
、
☎
、
メ
ー
ル
、
所
属

を
明
記
しacademia@

kifjp.org

　
17
日
締
切
。
か

な
が
わ
国
際
交
流
財
団
☎

０
４
５
・
６
２
０
・
０
０
１
１

▼
鎌
倉
市
学
習
セ
ン
タ
ー
の

催
し

　
鎌
倉
市
在
住
者
優
先
。
申

込
は
催
し
名
、
住
所
、
氏
名
、

☎
を
明
記
し
往
復
ハ
ガ
キ
で

各
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
深
沢
学
習
セ
ン
タ
ー
】

鎌
倉
武
士
の
学
問
　
２
月
17

日
14
時
。
鎌
倉
武
士
の
学
問

に
注
目
し
、
合
戦
や
武
芸
以

外
の
姿
に
迫
る
。
講
師
は
鎌

倉
歴
史
文
化
交
流
館
・
大
澤

泉
さ
ん
。
無
料
。
常
盤
１
１

１
―
３
。７
日
必
着
。
☎
48

・
０
０
２
３

【
腰
越
学
習
セ
ン
タ
ー
】

Ａ
ワ
イ
ン
の
魅
力
　
入
門
～

中
級
コ
ー
ス
　
２
月
20
日
14

時
。
ワ
イ
ン
の
基
本
や
楽
し

み
方
。
無
料
。

Ｂ
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
　
２
月
26
日
14
時
。
海

洋
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
が
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響

を
学
ぶ
。
講
師
は
元
三
井

化
学
・
木
村
峰
男
さ
ん
。
無

料
。
腰
越
８
６
４
。
Ａ
10

日
、
Ｂ
16
日
必
着
。
☎
33
・

０
７
１
２

【
大
船
学
習
セ
ン
タ
ー
】

真
白
き
富
士
の
根
―
ボ
ー
ト

遭
難
の
真
実
と
は
　
３
月
５

日
14
時
。
逗
子
開
成
中
学
の

ボ
ー
ト
遭
難
事
故
の
経
緯
な

ど
。
講
師
は
逗
子
開
成
中

学
・
高
等
学
校
校
史
編
纂
委

員
長
・
片
山
健
介
さ
ん
。無
料
。

大
船
２
―
１
―
２
６
。
17
日

必
着
。
☎
45
・
７
７
１
２

▼
鎌
倉
の
多
世
代
交
流
事
業

　
鎌
倉
市
在
住
の
小
学
生
以

上
対
象
。
申
込
は
各
セ
ン

タ
ー
へ
。

【
名
越
や
す
ら
ぎ
セ
ン
タ
ー
】

▽
初
め
て
の
太
極
拳
教
室
　

時
、
同
会
深
沢
倉
庫
（
深
沢

中
学
へ
上
る
手
前
の
信
号
右

折
の
長
屋
）
。
毎
月
第
２
日

曜
、雨
天
開
催
。※
献
品
受
付

衣
類
・
着
物
・
雑
貨
・
支
援
用

食
糧
品
。
☎
44
・
９
８
３
０

▽
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
で
ア

ジ
ア
寺
子
屋
支
援
未
使
用
切

手
・
プ
リ
ペ

イ
ド
カ
ー
ド

な
ど
。
鎌
倉

市
御
成
町
11

―
40
Ｍ
ビ
ル

３
Ｆ
へ
。
☎
０
８
０
・
６
６

０
２
・
９
４
９
８

▼
ふ
ら
っ
と
カ
フ
ェ
鎌
倉

　
食
を
通
じ
て
多
世
代
交
流

▽
２
月
16
日
16
～
18
時
ソ
ン

ベ
カ
フ
ェ
。
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

の
み
。
５
百
円
。
▽
18
日
17

時
半
～
18
時
半
二
階
堂
デ
イ

往
復
ハ
ガ
キ
で
小
町
１
―
10

―
５
同
セ
ン
タ
ー
。
20
日
必

着
。
☎
25
・
２
０
３
０

▼
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ノ

が
奏
で
る
懐
か
し
の
名
曲

　
３
月
６
日
14
時
、
大
船
学

習
セ
ン
タ
ー
。
懐
か
し
の

ヒ
ッ
ト
曲
や
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン

や
ヘ
ッ
プ
バ
ー
ン
の
名
作
映

画
音
楽
な
ど
。
鎌
倉
市
在
住

者
優
先
。
無
料
。
催
し
名
、

住
所
、
氏
名
、
☎
を
明
記
し

往
復
ハ
ガ
キ
で
大
船
２
―
１

―
26
同
セ
ン
タ
ー
。
11
日
必

着
。
☎
45 

・
７
７
１
２

▼
第
24
回
湘
南
鎌
倉
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
定
期

演
奏
会
―
身
体
に
い
い
音
楽
会

　
３
月
19
日
14
時
、
鎌
倉
芸

術
館
。ロ
ッ
シ
ー
ニ
歌
劇「
セ

ビ
リ
ア
の
理
髪
師
」
よ
り
序

曲
、医
療
講
演
「
作
曲
家
の

病
と
音
楽
」
な
ど
。
３
５
０

０
円
。癒
し
の
医
療
を
考
え

る
会
☎
０
５
０
・
６
８
６
８

 

・
９
９
８
６
　

◆
５
組
10
人
ご
招
待
　
申
込

は
２
月
10
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ

に
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
☎

を
記
入
し
て
１
面
題
字
下
住

所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

▼
第
９
回
ふ
じ
さ
わ
子
ど
も

豆
ま
き

　
２
月
３
日

10
～
12
時
・

13
～
16
時
（
約
15
分
毎
）
白

旗
神
社
。
小
学
生
以
下
の
児

童
対
象
。
２
次
元
コ
ー
ド
か

ら
要
申
込
。
ふ
じ
さ
わ
子
ど

も
豆
ま
き
実
行
委
事
務
局
☎

０
４
６
６
・
22
・
９
２
１
０

▼
鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
　

▽
バ
ザ
ー
２
月
13
日
10
～
14

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

　
企
画
展
「
崩
壊
と
覚
醒
の

70
ｓ
ア
メ
リ
カ
映
画
」
３

月
13
日
ま
で
。
ニ
ュ
ー
シ
ネ

マ
に
始
ま
り
現
在
へ
繋
が
る

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
映
画

の
メ
ガ
ヒ
ッ
ト
に
至
る
ま
で

70
年
代
の
ア
メ
リ
カ
映
画
を

紹
介
。
２
百
円
。

▽
関
連
上
映
　
２
月
８
・

10
・
12
日
10
時
半
、
９
・

11
・
13
日
14
時
「
狼
た
ち
の

午
後
」９
・
11
・
13
日
10
時
半
、

８
・
10
・
12
日
14
時
「
大
統

領
の
陰
謀
」
22
・
24
・
26
日

10
時
半
、
23
・
25
・
27
日
14

時
「
追
憶
」
23
・
25
・
27
日

10
時
半
、
22
・
24
・
26
日
14

時
「
ク
レ
イ
マ
ー
、
ク
レ
イ

マ
ー
」。
▽
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
「
ア
メ
リ
カ
映
画
　
陰
謀

と
告
発
の
70
年
代
エ
ン
タ
ー

テ
イ
メ
ン
ト
」
19
日
14
時
。

映
画
批
評
家
と
ポ
ス
タ
ー
コ

レ
ク
タ
ー
か
ら
映
画
の
魅
力

を
聞
く
。各
千
円
、小
中
学
生

５
百
円
。
☎
23 

・
２
５
０
０

▼
う
つ
く
し
き
ひ
と
。
―
清

方
の
ま
な
ざ
し

　
２
月
27
日
ま
で
鏑
木
清
方

記
念
美
術
館
。
清
方
美
人
画

を
中
心
に
照
夫
人
や
弟
子
の

美
人
画
を
紹
介
。
２
百
円
。

☎
23
・
６
４
０
５

▼「
作
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」展

　
４
月
10
日
ま
で
鎌
倉
文
学

館
。
収
蔵
の
資
料
か
ら
小
津

安
二
郎
、
里
見
弴
、
吉
屋
信

子
ら
鎌
倉
ゆ
か
り
の
作
家
が

集
め
た
書
や
愛
蔵
品
を
紹
介
。

３
百
円
。
▽
無
料
配
信
イ
ベ

ン
ト
朗
読
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
声
に
出
し
て
読
む
夏
目
漱

石
」
☎
23
・
３
９
１
１

▼
第
58
回
　
日
本
総
合
書
芸

院
新
春
書
道
展

　
２
月
22
～
27
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
漢
字
、
か

な
の
書
道
展
。
学
生
の
優
秀

作
品
の
展
示
も
。
無
料
。
☎

23
・
２
１
０
０

▼
い
の
ち
て
ん
で
ん
こ
　

TheM
OVIE

上
映
会

　
２
月
26
日
19
時
半
、
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
東
日

本
大
震
災
で
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
三
陸
を
舞
台
に
し
た

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド
ラ
マ
。
千

円
。
み
ん
な
の
し
る
し
合

同
会
社
☎
０
１
９
２
・
47
・

５
１
２
３

▼
音
楽
が
流
れ
る
講
演
会

「
２
０
２
１
年
ア
ニ
バ
ー
サ

リ
ー
」

　
２
月
26
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
没
後
２
０
０
年
、
ス
ー

ラ
没
後
１
３
０
年
、
ロ
ー
ト

レ
ッ
ク
没
後
１
２
０
年
に
寄

せ
て
美
術
史
を
音
楽
に
の
せ

て
解
説
。
２
千
円
。
村
田
良

策
記
念
ア
ト
リ
エ
M
主
催
。

ス
タ
ジ
オ
エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
☎

０
９
０ 

・
２
２
０
７
・
０
０

３
１

▼
フ
ル
ー
ト
と
ギ
タ
ー
に
よ

る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
３
月
２
日
14
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。
神
奈
川

フ
ィ
ル
選
出
の
フ
ル
ー
ト
と

ギ
タ
ー
奏
者
の
演
奏
と
曲
や

楽
器
の
紹
介
。
鎌
倉
市
在
住

者
優
先
。
無
料
。
催
し
名
、

住
所
、
氏
名
、
☎
を
明
記
し

岩
い わ き

城 徳
のりふみ

郁 さん

コロナ禍で確定申告

に臨む鎌倉税務署長

●ペット紹介　写真・
紹介文と住所、氏名、
☎明記。掲載後写真を
カレンダーにして贈呈。
info@kamakura-asahi.com
●歌壇・俳壇　
ハガキ１枚に３首（句）
まで。同じ面に住所、氏
名、☎を明記。１面題
字下住所の鎌倉朝日へ。

≪投稿募集≫

●
今
年
も
天
神
さ
ま
へ
お
参

り　
２
月
。如
月
。衣
更
着
。
初

花
月
。
木
芽
月
。
雪
解
月
。

　
去
る
１
月
25
日
は
筆
供
養

＝
初
天
神
。荏
柄
天
神
社
で

は
、
菅
原
道
真
に
因
み
、
書

家
・
文
人
が
筆
へ
感
謝
を
込

め
て
供
養
す
る
。

　
筆
は
座
右
で
歳
月
を
共
に

し
た
だ
け
に
人
の
筆
へ
の
情

は
深
い
。“
穂
先
”
に
身
を

献
じ
た
諸
動
物
へ
の
哀
悼
も

捧
げ
供
養
す
る
。

　
古
く
か
ら
筆
に
は
人
の
技

と
そ
れ
を
超
え
る
霊
力
が
あ

る
。「
文
具
四
宝
」
の
一
つ

と
さ
れ
、
平
安
期
に
は
空
海

な
ど
三
筆
も
登
場
。
道
具
へ

の
愛
着
は
室
町
後
期
の
「
付つ
く

喪も
が
み神

絵
巻
」に
み
ら
れ
る
。

「
つ
く
も
」と
は「
九
十
九
」

の
神
。
主
役
は
傘
や
提
灯
の

お
化
け
。
道
具
も
百
年
経
る

と
霊
力
あ
る
妖
怪
へ
変
身
。

　
古
く
都
で
は
新
春
を
迎
え

る
前
に
、
百
年
経
な
い
古
道

具
を
捨
て
て
い
た
。

　
古
道
具
た
ち
は
百
年
経
ず

に
捨
て
ら
れ
た
め
、
妖
怪
に

佐
伯
　
仁

�

な
れ
な
い
。
し
か
も
人
間
か

ら
感
謝
の
言
葉
も
な
い
。

　
怒
っ
た
古
道
具
た
ち
は
人

へ
復
讐
す
る
姿
を
鬼
と
化
し

絵
巻
物
に
残
し
て
い
る
。

　
モ
ノ
を
慈
し
む
尊
さ
は
古

着
に
も
窺
え
る
。
使
い
古
し

た
襤ら
ん
る褸（
ボ
ロ
）を
蒐
集
す
る

研
究
者
も
い
る
。
布
は
人
の

手
と
の
対
話
で
生
ま
れ
る
。

　
命
が
通
い
合
う
絆
は
断
捨

離
の
時
代
だ
が
、
間
断
な
く

受
け
継
が
れ
た
い
。

　
寒
梅
の
虔
つ
つ
しみ
咲
き
て

　
筆
供
養
　
　
伊
東
宏
晃

筆
へ
愛
と
感
謝
を

82

子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
で
育
む

鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局
長　

小
木
曽　

駿

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。
音
楽

会
、
国
際
交
流
、
弁
当
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
。
子
ど
も
２
百

円
、
大
人
５
百
円
。

メ
ー
ル
で
予
約flatcafe

kamakura@gmail.com

渡
邉
方
☎
０
９
０
・
５
１
９

９
・
１
６
５
４

▼
第
28
回
花
の
会

　
２
月
17
日
10
～
14
時
、
葉

山
マ
リ
ー
ナ
。花
、
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
作
品
、
復
興
支
援
品

の
販
売
な
ど
。
千
円
。
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
逗
子
・
葉

山
主
催
。
矢
部
方
☎
０
９
０

 

・
４
５
９
６
・
５
５
４
６

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑
し
ぜ
んを
と

も
に

▽
山
の
手
入
れ
２
月
19
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
20
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
・
望

月
方
☎
45
・
７
４
２
０

▼
鎌
倉
市
公
園
協
会
の
催
し

Ａ
冬
の
海
鳥
と
海
岸
植
物「
カ

ワ
ウ
を
じ
っ
と
見
て
み
よ
う
」

２
月
20
日
13
時
半
、
小
田
急

線
片
瀬
江
ノ
島
駅
前
集
合
。

無
料
。Ｂ
ミ
ニ
園
芸
教
室「
中

央
公
園
の
植
物
め
ぐ
り
」
23

日
10
時
半
、
中
央
公
園
。
無

料
。
Ｃ
こ
ど
も
ク
ラ
フ
ト

教
室
26
日
10
時
、
中
央
公

園
。
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生
以
下
対
象
。
自
然
素
材

を
使
っ
て
コ
ー
ス
タ
ー
や
名

札
作
り
。
２
百
円
。
10
日
〆

切
。
Ｄ
春
の
リ
ー
ス
づ
く
り

ミ
モ
ザ
の
リ
ー
ス
３
月
５
日

10
時
、
中
央
公
園
。
中
学
生

以
上
対
象
。
３
千
円
。
18
日

〆
切
。
申
込
は
Ａ
、Ｂ
は
☎
。

Ｃ
、Ｄ
は
メ
ー
ル
で
催
し
名
、

住
所
、
氏
名
、
☎
を
明
記
し

info@
kam

akura-park.
com

☎
45
・
２
７
５
０

▼
逗
子
観
光
協
会
の
催
し

▽
わ
か
め
干
し
作
業
体
験

　
２
月
22
日
９
時
、
小
坪
漁

港
。
千
円
。
７
日
か
ら
申
込
。

▽
逗
子
の
山
城
め
ぐ
り

　
３
月
13
日
９
時
、
鎌
倉
駅

西
口
時
計
台
集
合
。
鎌
倉
駅

２
月
19
日
10
時
。

▽
初
め
て
の
ピ
ラ
テ
ィ
ス
体

験
教
室
　
３
月
12
日
14
時
。

各
無
料
。
☎
25
・
１
１
８
８

【
腰
越
な
ご
や
か
セ
ン
タ
ー
】

▽
み
ん
な
が
楽
し
め
る
ヨ
ガ

　
２
月
27
日
10
時
半
。無
料
。

▽
パ
ン
作
り
教
室
　
３
月
20

日
10
時
。
５
百
円
。
☎
31
・

０
８
０
０

【
教
養
セ
ン
タ
ー
】

▽
木
育
―
水
の
積
み
木
で
遊

ぶ
　
２
月
19
日
10
時
。
千
円
。

▽
高
校
生
防
災
士
に
学
ぶ
　

３
月
19
日
10
時
。
無
料
。
☎

32
・
１
２
２
１

【
今
泉
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
】

▽
寒
さ
に
負
け
な
い
運
動
教

室
　
２
月
26
日
13
時
半
。

▽
な
ま
っ
た
身
体
を
ほ
ぐ
す

運
動
教
室
　
３
月
26
日
13
時

半
。
各
無
料
。
☎
45
・
４
６

１
１

▼
人
の
共
感
は
な
ぜ
進
化
し

た
か
？

　
３
月
５
日
12
時
半
逗
子
の

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
。
進
化

心
理
学
か
ら
ヒ
ト
の
共
感
を

考
え
る
。
講
師
は
総
合
研
究

大
学
院
大
学
・
長
谷
川
眞
理

子
学
長
。
無
料
。
申
込
は
講

座
名
、
住
所
、氏
名
、☎
を
明

記
し
ハ
ガ
キ
で
逗
子
４
―
２

―
11
ず
し
楽
習
塾
推
進
の
会

20
日
必
着
。
☎
０
４
６
・
８

７
１
・
７
０
０
７

　
鎌
倉
勤
務
は
二
度
目
だ
。
前

回
は
20
年
ほ
ど
前
で
、
２
年
間

務
め
た
。「
古
巣
に
戻
っ
た
よ

う
で
懐
か
し
い
。
昔
の
た
た
ず

ま
い
は
残
っ
て
い
る
が
、
新
し

い
店
も
増
え
た
」
と
感
慨
深
げ

だ
。
青
色
申
告
会
や
法
人
会
、

商
工
会
議
所
な
ど
、
地
元
の
人

た
ち
と
の
付
き
合
い
も
多
い
。

「
税
に
対
し
て
も
理
解
が
深
く
、

き
ち
っ
と
し
た
考
え
を
持
っ
た

方
が
多
い
」
と
感
じ
て
い
る
。

　
昨
年
７
月
に
、
徳
島
県
の
池

田
税
務
署
長
か
ら
転
じ
て
き

た
。
42
年
間
の
国
税
勤
務
の
半

分
以
上
が
徴
収
部
門
。
税
金
を

納
め
な
い
個
人
や
会
社
に
対
し

て
、
納
め
る
よ
う
説
得
し
、
督

促
状
を
出
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
仕
事

だ
。
滞
納
す
る
人
は
１
・
１
％

か
ら
１
・
２
％
。
逆
に
言
え
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
ま
じ
め
に
納

め
て
い
る
。

　
徴
収
は
、
嫌
わ
れ
が
ち
な
仕

事
だ
が
、「
ち
ゃ
ん
と
納
め
て

い
る
人
か
ら
不
公
平
感
を
持
た

れ
な
い
よ
う
に
と
、
や
っ
て
こ

ら
れ
た
」。
そ
ん
な
こ
と
を
職

員
や
後
輩
に
も
話
し
て
き
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
税
務
行
政
に
も

影
響
を
与
え
て
い
る
。
法
人
や

個
人
事
業
主
に
直
接
出
向
い
て

帳
簿
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

対
面
で
話
し
た
り
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
緊
急
事
態
宣
言
下
で

は
控
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
税
務
署
内
も
、
事
務
室
は
机

ご
と
に
ア
ク
リ
ル
板
で
仕
切
ら

れ
て
い
る
。
市
民
と
対
面
す
る

窓
口
に
も
透
明
シ
ー
ト
が
垂
ら

さ
れ
る
な
ど
、
感
染
対
策
に
は

注
意
を
払
っ
て
い
る
。

　
２
月
16
日
か
ら
所
得
税
等
の

確
定
申
告
が
始
ま
る
。
鎌
倉

市
、
逗
子
市
、
葉
山
町
を
管
轄

す
る
鎌
倉
税
務
署
で
は
、
２
月

１
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
の
平

日
と
２
月
20
・
27
の
日
曜
日
、

申
告
書
作
成
会
場
を
開
い
て
い

る
。
受
付
は
午
前
８
時
半
～
午

後
４
時
、
相
談
は
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
。
３
密
対
策

の
た
め
入
場
整
理
券
を
配
る
。

整
理
券
は
当
日
の
会
場
で
も
配

る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
事
前
に
入

手
も
で
き
る
。
少
人
数
で
、
マ

ス
ク
を
着
用
し
、
入
り
口
で
の

ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を
呼
び
掛
け

る
。
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が

あ
る
場
合
は
入
場
を
断
る
。

　
岩
城
署
長
は
「
自
宅
や
職
場

か
ら
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

で
き
る
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
制
度
も
、

ぜ
ひ
ご
利
用
を
」
と
呼
び
掛
け

て
い
る
。

　
東
京
都
大
田
区
生
ま
れ
。
い

ま
も
、
母
親
と
妻
、
息
子
、
娘

の
５
人
で
暮
ら
す
大
田
区
の
自

宅
か
ら
通
っ
て
い
る
。

　
大
阪
で
勤
務
し
た
こ
ろ
、
京

都
の
寺
社
仏
閣
巡
り
の
楽
し
み

を
見
つ
け
た
。
鎌
倉
で
も
休
み

の
日
に
巡
っ
て
い
る
。
建
長
寺

な
ど
主
な
と
こ
ろ
は
一
通
り

回
っ
て
、
集
め
た
御
朱
印
は
10

を
超
え
た
。
60
歳
に
な
り
今
年

７
月
で
定
年
の
予
定
。
仕
事
も

趣
味
も
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
の

年
だ
。(

文
・
写
真
　
真
田
正
明)

の
活
動
に
出
か
け
る
と
き
、『
楽

し
か
っ
た
な
ぁ
。
い
い
な
ぁ
』

と
言
い
ま
す
。
何
年
た
っ
て
も

心
に
残
り
い
い
思
い
出
と
な
っ

て
い
ま
す
。
長
き
に
わ
た
り
鎌

倉
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」。

　
娘
さ
ん
と
は
、
小
学
校
時
代

の
６
年
間
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
た
。
そ
の
娘
さ
ん
を
通
じ
て

の
体
験
が
、
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
応
援
団
「
か
ま
く
ら
っ

子
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

携
わ
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
子
ど
も
た
ち
を
、
地
域
総

が
か
り
で
育
む
輪
」
を
拡
げ
て

い
く
こ
と
は「
鎌
倉
て
ら
こ
や
」

が
当
初
か
ら
大
切
に
し
て
き
た

価
値
観
で
あ
る
。
活
動
を
通
じ

て
子
ど
も
だ
け
で
な
く
保
護
者

や
地
域
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

が
で
き
た
と
し
た
ら
、
こ
れ
ほ

ど
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い
。

　
鎌
倉
て
ら
こ
や
事
務
局

☎
０
４
６
７
・
84
・
９
７
４
６

（
平
日
13
～
17
時
）

http://kamakura-terakoya
.net/

「かまくらっ子おさか」で
活動する学生スタッフ
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冬舎（幻冬舎新書）▼「魚にも自分がわかる－動物認知研
究の最先端」幸田正典著　筑摩書房（ちくま新書）
　▼「すばらしい人体－あなたの体をめぐる知的冒険」山
本健人著　ダイヤモンド社▼「ごみ収集とまちづくり－清
掃の現場から考える地方自治」藤井誠一郎著　朝日新聞出
版（朝日選書）▼「隠れた名建築ぶらぶら歩き－ひとり気
ままに見て回る」矢野和代著　光文社（光文社知恵の森
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